
えべつ

市議会だより

障がいのある方のための、点字とＣＤによる「えべつ市議会だより」もあります。

障がい福祉課障がい福祉係☎（011）381-1031詳細

議会ホームページ http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/gikai/

  ホームページでは、議案等に対する各議員の賛否の状況や会議録（本会議・各委員会）など、

議会の情報が御覧になれます。

  また、江別市議会フェイスブックでも、議会の最新情報を発信しておりますので、こちらもぜ

ひ御覧ください。

市議会議員25名の新たな任期が始まりました
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主　な　内　容

◇ 特集　令和５年度予算審査の概要   ２～３

◇ 令和５年第１回定例会の概要   ４～５

◇ 一般質問   6～10

◇ 特集　会派構成と委員会構成   11

◇ 委員会のページ   12

次期定例会の開催予定

●第2回定例会
  6月2日～6月23日
●各委員会
  6月5日～6月8日
  6月15日、19日、20日
●一般質問
  6月12日～14日

※ 日程は予定です。
詳しくは議会事務局まで
お問い合わせください。

4月の市議会議員選挙で、市民の負託を受けた25名の議員が誕生しました。既に各委員会の委員構成も決定し、

新たな任期がスタートしました。詳細は11ページを御覧ください。
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〔2〕えべつ市議会だより　　令和５年６月１日発行

  令和5年度の一般会計ほか、特別会計、企業会計の8件の予算案

は、第1回定例会初日に予算決算常任委員会に付託され、3月9日

から5日間にわたって審査を行った後、定例会最終日に採決されま

した。全ての予算について原案のとおり可決されました。

令和5年度
予算審査

・  一般会計の令和5年度の予算額は、対前年度当初比7.6%増の517億2千万円と

なりました。

・  全会計の令和5年度の予算額は、対前年度当初比4.2%増の961億3,658万8千

円となりました。

各会計予算額  （単位 千円、％）

区分 令和4年度（当初） 令和5年度 増減 増減率

一般会計 48,070,000 51,720,000 3,650,000 7.6

特別会計 25,605,000 25,974,000 369,000 1.4

企業会計 18,570,723 18,442,588 △ 128,135 △ 0.7

全会計 92,245,723 96,136,588 3,890,865 4.2

討論概要

  予算決算常任委員会において、各会計予算案に対して、賛成の立場の委員と反対の立場の委員の討論が行

われましたので、概要をお知らせします。

一般会計予算

・ 大学生等地域関係促進事業について、これまでは

市内4大学の学生を対象に江別PRブースの設置な

どを行ってきたが、事業内容を見直し、令和5年度か

らは、事業の自走化に向けて、企業との連携の推進

や各大学の協力を得て卒業生へのPRを行うなど、

持続可能な事業体制の構築に向け、引き続き取り組

むことを要望する。

・ 子育てひろばぽこあぽこの大型複合遊具の入替

えと入退館管理システムなどを改修することによ

り、子供から大人まで安心して施設を利用できるこ

とに加え、より魅力的な遊び場を提供することがで

きることから、さらに多くの子供たちが楽しめる施

設になることを期待する。

・ 除排雪事業、生ごみ減量化推進事業や健康都市

推進事業などの質疑を通じて、令和5年度予算案と

して、事業の編成、内容及び方向性についてはおお

むね理解し、評価するところであり、先人たちが築き

上げ、三好市長により支えられた、ふるさと江別が

持続可能なまちとして引き継がれていくことを願

う。

・ 耐震化に課題を抱える現在の本庁舎について、建

て替え計画の策定を進めながら庁舎整備基金を積

み上げていくことが重要であると考えることから、

市有財産を計画的に売却するなど、庁舎整備基金を

着実に積み上げることで、建て替え計画策定の後押

しをしていただくことを求める。

賛 成

・ 子供への通院医療費の助成拡大について、令和2

年8月から小学3年生まで拡大されたが、全国、全道

はもちろん、石狩管内の他市と比較しても隔たりが

あるため、市として具体的な検討に着手すべきであ

るほか、道の補助内容は、道内の多くの市町村と比

べて充実していないことから、早急に改善するよう、

道に強く求めるべきであると考える。

反 対
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討論概要

国民健康保険特別会計予算

・ 健康都市宣言を行っている江別市として、被保険

者の健康の保持・増進を目的とした各種事業を積極

的に実施していくことが示されており、今後におい

ても、安定した運営に必要な財源を確保するととも

に、社会的背景に応じた適切な事業運営を行うこと

を求める。

賛 成

・ 低所得世帯では、保険税の納付が一度滞ると、そ

の後の納付も困難となることは明らかであり、担税

力に応じた保険税に引き下げるなど、負担軽減に向

けた取組が求められる。

反 対

後期高齢者医療特別会計予算

・ 今後、医療費はますます増加する見込みであり、

世代間、地域間における医療費負担の格差解消を図

る必要があると考えることから、国に対して、後期高

齢者医療制度のさらなる改善を求めることを期待

する。

賛 成

・ 短期証の発行状況は、令和５年２月末時点でゼロ

となっているものの、病気にかかりやすく、重症化し

やすい高齢者に対し、保険料の滞納を理由に正規の

保険証を交付しないことは認められず、高齢者が安

心して暮らせる生活を保障するための施策の検討

が不十分である。

反 対

介護保険特別会計予算

・ 本予算では、コロナ禍前のような積極的な支援が

できるように介護予防事業の推進を図っていくこと

が示されており、今後、要支援・要介護認定者の後期

高齢化が進んでいく現状を踏まえ、引き続き、健康

増進・介護予防のための施策を強化するとともに、

介護保険制度の維持と安定的な運営に努めていた

だくことを要望する。

賛 成

・ 高齢者が安心して地域で暮らし続けるためには、

必要な介護保険サービスを利用できることが重要

であり、保険料の滞納により介護保険サービスの給

付制限を受けることを防ぐためにも、基金を活用し

た保険料の引下げを検討すべきである。

反 対

水道事業会計予算

・ 令和５年度の予算は、基幹管路の耐震化や配水管

の整備など、水道水の安定的な供給に向けた取組を

計画的に実施するものと考える。

  今後は、人口減少による収益的収支の赤字など、

事業運営の厳しさが増していくことから、効率的な

運営を行うとともに、安心・安全な水道水の供給や災

害時の備えなどを着実に進めていくことを求める。

賛 成

・ 水道料金の滞納を理由とする給水停止の件数が

前年度より増加していることは深刻な問題であり、

水道が止まるということは、命にも直結することか

ら給水停止を行うべきではない。

  公営企業の本来の目的である公共の福祉の増進

のため、給水停止を行わない施策を検討すべきと考

える。

反 対

病院事業会計予算

・ 特に関係性が強い当別町、南幌町、新篠津村、江別市により高度先進地域医療の推進に関する協定を締結し、

江別・南空知先端医療推進協議会を設立したこともあり、高度先進地域医療を目指す市立病院が地域の公的基

幹病院としての役割を果たすとともに、周辺自治体における医療の質の向上に資することを期待する。

・ 医師確保が実現できていない現状において、現在の医師体制でも受入れ可能な病床数とすることの議論や、

現状に見合った職員配置とすることにより経営改善を図るなど、従来の考え方を見直すことも重要な課題であ

ると指摘する一方で、江別市立病院経営再建計画を検証し、実効性のある経営強化プランの策定を要望する。

賛 成

特
集　

令
和
５
年
度
予
算
審
査
の
概
要

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問

特
集　

会
派
構
成
と
委
員
会
構
成
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 第1回定例会は2月22日から3月24日

まで31日間の会期で開かれました。新年

度各会計予算をはじめ、国民健康保険税条

例の一部改正や一般会計補正予算などの

議案28件、決議案1件、報告8件を議了し

ました。

 主な議案の内容についてお知らせしま

す。

令和５年

第 １ 回

定 例 会

◎
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

 

平
成
24
年
か
ら
試
行
に
よ
り
実
施
し

て
き
た
一
般
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答

方
式
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
、改
選
後
の
議
会
に
お
け
る
一

般
質
問
か
ら
本
格
的
に
実
施
す
る
た
め
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
、
本
議
案

は
、全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

 

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
昨
年
４
月
に
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

を
受
け
、
被
保
険
者
間
の
負
担
の
公
平

に
配
慮
し
、
基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度

額
を
63
万
円
か
ら
65
万
円
に
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額

を
19
万
円
か
ら
20
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

 

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
変
更

を
目
的
と
し
た
健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
で
定
め
る
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
、
40
万
８

千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に
引
き
上
げ
る

た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
、
本

議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

 

地
価
水
準
の
変
動
等
を
反
映
し
た
適

正
な
も
の
と
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
の

固
定
資
産
税
評
価
額
の
評
価
替
え
、
地

価
に
対
す
る
賃
料
の
水
準
の
変
動
等
を

踏
ま
え
、
昨
年
12
月
に
道
路
法
施
行
令

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
に
準

じ
た
取
扱
い
と
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正

を
行
う
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
財
産
の
処
分

 
は
や
ぶ
さ
運
動
広
場
と
文
化
財
整
理

室
跡
地
で
あ
る
大
麻
北
町
520
番
２
、
520

番
３
、
521
番
１
、
521
番
３
、
合
計
面
積
２

万
969
・
62
平
方
メ
ー
ト
ル
の
宅
地
と
雑
種

地
を
開
発
事
業
者
に
解
体
条
件
を
付
し

て
売
却
す
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員

一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

 

◇
佐
藤
允
氏
の
再
任
に
同
意

◎
令
和
５
年
度
各
会
計
予
算

 

一
般
会
計
の
ほ
か
、
４
特
別
会
計
と

３
企
業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
経
過
等
は
、
２
ペ
ー
ジ
と
３
ペ
ー
ジ

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（第
７
号
）

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
等
へ
の
措
置
や
国
等
の
予
算

動
向
に
よ
る
変
更
等
の
措
置
の
ほ
か
、
緊

急
を
要
す
る
も
の
へ
の
措
置
な
ど
と
し

て
、
市
有
施
設
の
光
熱
費
等
の
経
費
の
ほ

か
、
送
迎
バ
ス
の
安
全
装
置
導
入
等
に
係

る
補
助
金
の
支
給
に
要
す
る
経
費
、
学

級
数
の
増
加
に
よ
る
多
機
能
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
等
の
購
入
経
費
の
追
加
な
ど

議決結果・賛否の

状況については、

江別市議会ホーム

ページで公開して

おります。

条　

例　

等

人　
　
　

事

予　
　
　

算

一 

般 

議 

案
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に
よ
り
、
23
億
３
千
390
万
３
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
は
、
543
億
２
千
807
万
９

千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員

一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（第
８
号
）

 

除
排
雪
作
業
が
本
格
化
し
た
２
月
以

降
、
排
雪
や
雪
堆
積
場
に
係
る
作
業
量

が
想
定
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴
う
除
排

雪
経
費
の
追
加
に
よ
り
、
１
億
３
千
740

万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
544
億
６

千
547
万
９
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案

は
、全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
江
別
振
興
公
社
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
、
フ
ラ
ワ
ー
テ
ク
ニ
カ
え
べ
つ
の

事
業
計
画
に
関
す
る
書
類

 

市
が
出
資
し
て
い
る
公
社
や
財
団
、

株
式
会
社
の
新
年
度
事
業
計
画
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

◎
石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議

員
の
選
挙

 

◇ 

島
田
泰
美
議
員
、
内
山
祥
弘
議
員

が
当
選

◎
石
狩
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

 

◇
徳
田
哲
議
員
が
当
選

◎
監
査
委
員
の
選
任

 

◇
高
間
専
逸
議
員
の
選
任
に
同
意

報　
　
　

告

 

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の

議
会
と
な
っ
た
第
１
回
臨
時
会

で
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
各
常

任
委
員
会
な
ど
新
た
な
議
会
構

成
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
た
な

議
会
構
成
は
、
11
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

（５
月
16
日
）

そのほか第1回定例会（2月22日～3月24日）に提出された議案

件　　名 議決結果

市道路線の認定及び廃止 原案可決（全員一致）

子ども・子育て会議条例の一部改正 原案可決（全員一致）

手数料条例の一部改正 原案可決（全員一致）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決（全員一致）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決（全員一致）

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決（全員一致）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

基本財産基金運用特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

病院事業会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

市議会の個人情報の保護に関する条例の制定 原案可決（全員一致）

北朝鮮のミサイル発射に抗議する決議 原案可決（全員一致）

専決処分（交通事故に係る損害賠償額の決定） 報告済

そのほか第1回臨時会（5月16日）に提出された議案

件　　名 議決結果

専決処分につき承認を求めること（市税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めること（都市計画税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めること（国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めること（一般会計補正予算（第１号）） 承認

特
集　

令
和
５
年
度
予
算
審
査
の
概
要

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問

特
集　

会
派
構
成
と
委
員
会
構
成
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▼
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
見
直
し

質
問　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

国
は
、
令
和
４
年
か
ら
令
和
８
年

の
間
に
、
一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い

農
地
を
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

対
象
水
田
と
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
対
象

外
と
な
る
畑
地
化
を
し
た
場
合
の
助
成

金
交
付
や
、
畑
地
化
後
に
高
収
益
作
物

等
の
定
着
に
取
り
組
む
農
業
者
を
５
年

間
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

 

農
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
水
張

り
が
で
き
な
い
と
交
付
金
が
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
、
水
張
り
後
の
作
物
の
品
質
及

び
収
量
確
保
へ
の
不
安
、
畑
地
化
し
て
５

年
経
過
後
の
支
援
内
容
が
示
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
、
今
後
の
農
業
経
営
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

 

ま
た
、
農
村
地
域
全
体
へ
及
ぼ
す
影

響
は
、
対
象
外
と
な
る
こ
と
に
伴
い
経
営

的
下
支
え
が
な
く
な
る
ほ
か
、
休
耕
田

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
、
農
村
環
境
の
維

持
が
難
し
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
。

 

市
は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を
進
め

な
が
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

▼
石
狩
川
中
州
の
現
状
に
対
す

る
認
識
と
対
応

質
問　

拡
大
し
続
け
て
い
る
中
州
の
現

状
認
識
と
今
後
の
対
応
策
を
伺
う
。

答
弁　

石
狩
川
流
域
に
甚
大
な
洪
水
被

害
を
及
ぼ
し
た
昭
和
56
年
の
水
害
以
降
、

市
内
で
は
、
平
成
13
年
度
ま
で
に
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
、
平
成
18
年
度
ま
で
に
堤
防

工
事
を
完
了
し
て
い
る
。

 

石
狩
川
の
中
州
の
現
状
は
、
こ
れ
ま
で

も
問
合
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
都
度
、
札
幌
開
発
建
設
部
と
状

況
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
。
札
幌
開
発

建
設
部
か
ら
は
、
石
狩
川
の
美
原
大
橋

か
ら
石
狩
大
橋
の
区
間
に
お
け
る
河
道

幅
は
、
堤
防
間
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
中
州
と
比
較
し
、
非
常
に
大
き
い

河
道
断
面
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
56
年
の
水
害
に
対
応
で
き
る
能
力
は

確
保
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

 

な
お
、
札
幌
開
発
建
設
部
で
は
、
石
狩

川
の
河
道
断
面
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
測

量
等
の
調
査
に
よ
り
、
確
認
を
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

自
民
ク
ラ
ブ

三
角　

芳
明　
議
員

 

こ
の
ほ
か
、財
政
運
営
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

議員が市政をただす

一般質問
 今定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。

 誌面の都合上、各議員が行った質問の中から、１人２

項目を要約してお伝えいたします。
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▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善

質
問　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
基
本

的
に
は
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
通
算
３
年

間
の
任
用
で
あ
り
、
働
く
側
か
ら
見
れ

ば
不
安
が
付
き
ま
と
う
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
安
心

し
て
働
け
る
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
、

制
度
上
、
１
会
計
年
度
が
基
本
と
さ
れ

て
い
る
。

 

市
で
は
、
機
会
均
等
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
試
験
に
再
度
合
格
し
た
場
合
は
、
一

部
の
資
格
職
等
を
除
き
、
同
一
職
場
に

お
け
る
任
用
期
間
を
最
長
６
年
と
し
、

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
も
、
職
場
の
状
況
等

に
応
じ
て
、
引
き
続
き
任
用
を
可
能
と

し
て
い
る
。

 

更
新
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

所
属
長
に
よ
る
面
談
等
を
通
し
て
、
丁

寧
な
説
明
と
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▼
夫
婦
別
姓
に
よ
る
事
実
婚
の

方
へ
の
対
応

質
問　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
、

異
性
間
に
よ
る
事
実
婚
に
も
適
用
し
て

い
る
自
治
体
か
ら
、
事
実
婚
に
つ
い
て
の

情
報
を
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁　

婚
姻
に
お
い
て
、
９
割
以
上
が
夫

の
名
字
を
名
の
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

り
、
様
々
な
不
便
や
不
利
益
な
ど
、
女
性

の
生
き
づ
ら
さ
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
事
実
婚
を
選

択
す
る
方
々
が
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

国
は
、
婚
姻
前
の
名
字
を
使
い
続
け

た
い
と
い
う
声
な
ど
を
考
慮
し
、
夫
婦
の

名
字
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

 

市
は
、
夫
婦
別
姓
は
、
国
の
法
制
度
の

整
備
が
基
本
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
国
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て
い

く
と
と
も
に
、
女
性
の
生
き
づ
ら
さ
を
背

景
に
、
事
実
婚
を
選
択
す
る
方
々
に
つ
い

て
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
可
能
な
の
か
、

事
実
婚
の
方
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、

事
実
婚
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
の
対
象
と
し
て
い
る
自
治
体
の
事
例

な
ど
を
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
議
員
団

高
橋　

典
子　
議
員

▼
市
政
の
課
題

質
問　

自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
観
点
で
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
の
か
。

答
弁　

子
育
て
中
の
転
入
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、
企
業
誘
致
し
、
雇
用
を
創
り
出

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

企
業
誘
致
で
は
、
事
業
者
に
提
供
す

る
土
地
が
な
い
こ
と
か
ら
、
土
地
の
確
保

の
た
め
の
用
途
変
更
が
必
要
な
こ
と
、
ま

た
、
地
盤
が
軟
弱
な
こ
と
か
ら
、
道
路
整

備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
課
題
で
あ

っ
た
。　

 

土
地
の
用
途
変
更
は
、事
業
者
の
申
請

で
始
ま
る
が
、申
請
が
出
て
か
ら
で
は
遅

れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
土

地
を
確
保
し
て
お
く
取
組
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
提
供
す
る
土
地
が
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
る
。

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
転
入
者
が
多
く
若

い
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
た
め
、
雇
用
や
、

大
消
費
地
の
札
幌
に
近
い
と
い
う
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
非
常
に
有
利
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

こ
の
優
位
性
を
活
用
し
た
業
種
を
維

持
で
き
る
形
で
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

▼
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業

質
問　

江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、

市
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し

い
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

野
幌
駅
周
辺
は
、顔
づ
く
り
事
業

の
基
盤
整
備
に
よ
り
、
様
々
な
整
備
効

果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
が
、ま
だ
、ま
ち
づ
く

り
の
土
台
が
整
っ
た
段
階
と
考
え
て
い
る
。

 

現
在
、
市
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
い
て
、

鉄
道
の
高
架
化
を
踏
ま
え
、
野
幌
若
葉

町
の
市
有
地
と
近
傍
の
鉄
道
林
跡
地
の

連
携
し
た
土
地
利
用
の
検
討
を
進
め
る

な
ど
、新
し
い
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

 

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
駅

利
用
者
が
増
え
、
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
こ
と
が
、
顔
づ
く
り
事
業
の
望

ま
し
い
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

な
お
、
江
別
駅
ま
で
鉄
道
を
高
架
化

す
る
な
ど
の
鉄
道
高
架
の
将
来
的
な
展

望
に
つ
い
て
は
、
顔
づ
く
り
事
業
の
こ
れ

か
ら
の
事
業
効
果
も
踏
ま
え
、将
来
の
江

別
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
明

確
に
し
た
上
で
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

え
べ
つ
地
域
創
生
の
会

岡　

英
彦　
議
員

 

こ
の
ほ
か
、
市
立
病
院
の
経
営
再
建
の
考
え
方
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

特
集　

令
和
５
年
度
予
算
審
査
の
概
要

一
般
質
問

三
角 

芳
明

岡 

英
彦

高
橋 

典
子

齊
藤 

佐
知
子

稲
守 

耕
司

徳
田 

哲

諏
訪
部 

容
子

干
場 

芳
子

特
集　

会
派
構
成
と
委
員
会
構
成
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▼
小
・
中
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク

の
着
脱

質
問　

マ
ス
ク
の
着
脱
は
、
子
供
本
人
の

意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
は
、
文

部
科
学
省
が
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基

づ
き
、
対
策
を
徹
底
し
、
教
育
活
動
の
継

続
に
努
め
て
い
る
。
令
和
４
年
度
内
の
教

育
活
動
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
、
適

切
な
マ
ス
ク
着
用
を
継
続
す
る
よ
う
道

教
委
か
ら
通
知
さ
れ
て
お
り
、
令
和
５

年
４
月
１
日
以
降
の
具
体
的
な
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

 

市
教
委
で
は
、
教
育
活
動
に
お
け
る
マ

ス
ク
の
着
脱
は
、
個
々
の
事
情
に
も
配
慮

し
、
児
童
生
徒
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ

ス
ク
の
着
用
の
有
無
に
よ
り
誹
謗
中
傷

な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
と
連
携
し

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
判
断
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
、適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
伴
う

市
立
病
院
の
対
応

質
問　

市
立
病
院
に
お
け
る
５
類
移
行

に
向
け
た
体
制
や
、
自
己
負
担
な
ど
利

用
者
に
直
接
係
る
変
更
点
な
ど
に
つ
い

て
、周
知
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
具
体
的

な
対
処
方
針
を
踏
ま
え
、
発
熱
外
来
へ
の

受
診
方
法
や
自
己
負
担
額
の
増
額
等
の

影
響
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
院
内
掲
示
等
に
よ
り
、
分
か
り
や

す
く
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
国
の
動
向

や
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
感
染

症
へ
の
対
応
と
、
通
常
診
療
の
両
立
を
図

り
、
市
立
病
院
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。

民
主
・市
民
の
会

稲
守　

耕
司　
議
員

▼
奨
学
金
の
代
理
返
還
へ
の
支
援

質
問　

奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度
を
導

入
す
る
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、
奨

学
金
返
還
者
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
、
企
業
が
奨
学
金
返
還

額
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
日
本
学
生
支

援
機
構
へ
の
直
接
返
還
を
可
能
と
し
て

い
る
。

 

市
で
は
、
現
在
、
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢

都
市
圏
の
札
幌
圏
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
に
参
加
し
、
大
学
生
と
人
材
不
足
に

悩
む
地
元
企
業
を
支
援
し
て
い
る
。

 

こ
の
事
業
は
、
各
年
度
に
お
け
る
大
学
、

大
学
院
、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
等
の
卒
業
予
定
者
及
び
３
年
以
内

の
卒
業
生
で
、
就
職
後
、
江
別
市
を
含
む

札
幌
圏
内
に
居
住
し
、
認
定
さ
れ
た
企

業
等
に
就
職
し
た
方
に
奨
学
金
の
返
還

額
の
一
部
に
つ
い
て
支
援
す
る
制
度
で

あ
る
。

 

市
は
、
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
れ
ら

の
制
度
が
、
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
市
内
経
済
団
体
な
ど
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

▼
携
帯
型
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入

質
問　

固
定
電
話
を
利
用
し
な
い
緊
急

通
報
装
置
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
携
帯
型
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
す
る
見
解
を

伺
う
。

答
弁　

現
在
、
市
で
は
、
119
番
通
報
及
び

緊
急
通
報
装
置
か
ら
の
通
報
は
、
消
防

署
で
直
接
受
信
し
て
い
る
が
、
令
和
７
年

10
月
か
ら
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用

が
開
始
さ
れ
、
消
防
署
で
直
接
通
報
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。　

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
他
市
の
運
用
事

例
に
つ
い
て
、
固
定
電
話
を
保
有
し
て
い

な
い
世
帯
の
対
応
と
併
せ
て
、
通
報
の
受

信
を
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
の
コ
ス

ト
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
装
置
の
種
類
等
に

つ
い
て
も
、調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

 

市
は
、
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用

に
併
せ
、
固
定
電
話
を
保
有
し
て
い
な
い

世
帯
の
対
応
も
含
め
た
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
運
用
見
直
し
に
つ
い
て
、
他
市
の

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
迅
速
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党

齊
藤　

佐
知
子　
議
員

 

こ
の
ほ
か
、
困
難
を
抱
え
る
子
供
や
家
庭
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
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▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
返
納

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
返
納
へ
の

対
応
を
伺
う
。

答
弁　

市
で
は
、
年
間
で
数
件
、
返
納
の

申
出
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
ま
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便

性
を
改
め
て
説
明
し
た
上
で
、
返
納
意

思
の
確
認
を
行
い
、
再
発
行
を
希
望
す

る
場
合
の
手
数
料
の
発
生
な
ど
に
つ
い

て
了
解
い
た
だ
き
、
カ
ー
ド
を
引
き
取
る
。

そ
の
後
、
専
用
端
末
で
廃
止
処
理
を
行

い
、
カ
ー
ド
自
体
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
裁

断
し
て
い
る
。　

 

こ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
が
な
く

な
り
、
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
。
ま
た
、
廃
止
と
な
っ
た
カ
ー

ド
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
内
の
デ
ー
タ
は
、

国
の
管
理
の
下
で
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

 

カ
ー
ド
返
納
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
は
閲
覧
履
歴
及
び
公
金
受
取
口

座
の
情
報
が
残
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
返

納
の
申
出
を
さ
れ
た
方
に
は
、
こ
れ
ら
の

情
報
の
削
除
に
つ
い
て
案
内
し
た
上
で
、

返
納
の
手
続
を
進
め
る
よ
う
留
意
し
て

い
き
た
い
。

▼
Ｄ
Ｖ
・虐
待
等
被
害
者
へ
の
周
知

質
問　

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
ひ
も
づ
け
た
場
合
、
家
族
に
情
報
が
見

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
に
注
意
喚
起
し
、
一
般
の
方
に
も

広
く
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
等
の
被
害
者
保
護

の
た
め
の
支
援
措
置
は
、
被
害
者
が
住

民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
に
お
い
て
、

関
係
す
る
住
民
票
な
ど
の
閲
覧
、
発
行

等
の
制
限
の
ほ
か
、
全
庁
的
に
被
害
者
に

関
連
す
る
情
報
を
保
護
す
る
制
度
で
あ

る
。

 

国
か
ら
は
、
健
康
保
険
情
報
に
関
す

る
閲
覧
の
危
険
性
に
関
し
、
被
害
者
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
加
害
者
宅
に
置

い
た
ま
ま
避
難
し
て
い
る
場
合
や
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
内
で
加
害
者
を
代
理
人
と

し
て
登
録
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
、
対
応

が
必
要
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
、
相
談
に
訪
れ
た
被
害
者

に
は
、
保
険
者
へ
の
不
開
示
の
申
出
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
時
停
止
、
個
人

番
号
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行

う
と
と
も
に
、
一
般
市
民
に
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
注
意
喚
起
に
努
め

て
い
き
た
い
。

民
主
・市
民
の
会

諏
訪
部　

容
子　
議
員

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
て
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
取
組
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

公
共
や
民
間
が
実
施
す
る
取
組
に
関
す

る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

様
々
な
立
場
の
方
々
と
の
連
携
を
図
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
民
間
団
体
と

の
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
身

近
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組
の
紹
介

や
、
市
内
大
学
や
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
研
究
に
補
助
を
行
う
な
ど
、

様
々
な
形
で
連
携
を
進
め
て
き
た
。

 

今
後
に
お
い
て
も
、
他
の
自
治
体
の
先

進
事
例
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
推
進
に

向
け
た
連
携
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

▼
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
支
援

質
問　

国
際
大
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ

る
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
デ
フ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
応
援
す
る
取
組
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
弁　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
制
度
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、

地
方
公
共
団
体
と
大
会
参
加
国
と
の
相

互
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国

が
創
設
し
た
制
度
で
あ
る
。

 
2025
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方

た
ち
の
国
際
競
技
大
会
で
あ
り
、
デ
フ
ア

ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
は
、
共
生
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
重
要
な
契
機
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

 

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
取
組

や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国

や
主
催
団
体
か
ら
詳
細
が
示
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
市
内
の
関
係
団
体
と
も

相
談
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

徳
田　

哲　
議
員

 

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感

染
症
移
行
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※デフリンピック…国際的な聾者のためのオリンピック。4年に一度、夏季大会と冬季大会がそれぞれ開催される。

特
集　

令
和
５
年
度
予
算
審
査
の
概
要

一
般
質
問

三
角 

芳
明

岡 

英
彦

高
橋 

典
子

齊
藤 

佐
知
子

稲
守 

耕
司

徳
田 

哲

諏
訪
部 

容
子

干
場 

芳
子

特
集　

会
派
構
成
と
委
員
会
構
成
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▼
内
部
統
制
の
導
入

質
問　

組
織
内
部
で
不
正
や
誤
り
を
予

防
す
る
た
め
の
牽
制
機
能
と
し
て
内
部

統
制
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
の
信
頼
を

確
保
す
る
取
組
と
し
て
、
ミ
ス
等
の
発
生

を
報
告
と
し
て
ま
と
め
、
公
表
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

市
で
は
、
地
方
自
治
法
上
の
内
部

統
制
の
制
度
は
導
入
し
て
い
な
い
が
、
各

種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
法
令
遵
守
に
関

す
る
全
職
員
向
け
の
通
知
な
ど
、
既
存

の
取
組
に
よ
り
内
部
統
制
に
準
じ
た
機

能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

 

事
務
処
理
上
の
誤
り
な
ど
の
公
表
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
市
議
会
の
各

常
任
委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
監
査
委
員
に
よ
る
定
期
監
査

の
結
果
も
、
市
議
会
へ
の
報
告
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
る
。

 

今
後
も
既
存
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を

最
大
限
に
活
用
し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
き
た
い
。

▼
庁
議
等
の
公
開

質
問　

庁
議
等
に
つ
い
て
は
、
要
綱
で
運

用
す
べ
き
と
の
こ
と
だ
が
、
要
綱
は
直
接

的
な
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
た

め
、
規
則
で
定
め
、
開
催
日
、
さ
ら
に
は

会
議
の
記
録
も
含
め
て
検
討
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁　

庁
議
等
は
、
庁
内
会
議
の
役
割
と

の
位
置
づ
け
か
ら
、
現
行
の
要
綱
に
基
づ

く
運
用
を
考
え
て
い
る
。

 

ま
た
、
要
綱
で
の
規
定
の
下
、
開
催
日

や
会
議
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
事

例
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
中
で
、
調

査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民
主
・市
民
の
会

干
場　

芳
子　
議
員

議長及び副議長就任のお知らせ

  令和５年第１回臨時会において、 選挙が行われ、 議長に島田泰美議員が、

副議長に内山祥弘議員が就任しました。

議長　島
し ま

田
だ

 泰
や す

美
み

副議長　内
う ち

山
や ま

 祥
よ し

弘
ひ ろ
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会派構成 会派「自民クラブ」は、「政和会」に名称変更しました。

そのほか、構成議員と各会派の役員が決まりました。

会派名 政和会
えべつ地域
創生の会

公明党 民主・市民の会
日本共産党

議員団
（無所属）

会  長 高間  専逸 岡    英彦 徳田    哲 佐々木聖子 団長 吉本  和子 岩田  優太

幹事長 野村  尚志 猪股  美香 奥野  妙子 稲守  耕司 高橋  典子

会  計 芳賀  理己 髙柳  理紗 長田  旭輝 吉田  美幸 （団長兼務）

石田  武史 鈴木    誠 石川  麻美 内山  祥弘

島田  泰美 本間  憲一 三吉  芳枝 干場  芳子

野村  和宏

藤城  正興

委員会構成 各委員会の構成が変わりましたのでお知らせいたします。

議会運営
委員会

常任委員会 議会広報広聴
委員会総務文教 生活福祉 経済建設 予算決算

委 員 長 野村  尚志 徳田    哲 鈴木    誠 石田  武史 本間  憲一 岡    英彦

副委員長 稲守  耕司 岡    英彦 吉本  和子 奥野  妙子 佐々木聖子 干場  芳子

委    員 石田  武史 高橋  典子 猪股  美香 石川  麻美 石田  武史 石川  麻美

猪股  美香 高間  専逸 長田  旭輝 稲守  耕司 稲守  耕司 高橋  典子

奥野  妙子 髙柳  理紗 佐々木聖子 岩田  優太 奥野  妙子 高間  専逸

鈴木    誠 藤城  正興 野村  和宏 内山  祥弘 鈴木    誠 髙柳  理紗
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活動状況をお知らせします

委員会のページ
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▶ 生活福祉常任委員会
  当委員会における付託案件の審査は、「江別

市家庭的保育等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」外2件であり、いずれも子供の安全確

保の強化を進めるものとして、全員一致で原

案のとおり可決すべきものと決しました。

  また、江別市手話言語条例が制定されてか

ら4年が経過し、市民と議会の集いでも御意見

をいただきましたことから、これまでの取組状

況について、各種イベントへの手話通訳者の派

遣や研修会の開催等、詳細に報告を受け、質疑

を交わしました。

▶ 経済建設常任委員会
  水道部から、今後の取組の目指すべき方向

性を示す「江別市上下水道ビジョン」について、

将来人口推計に基づく計画給水量、設備投資

計画等、新たな課題も含めて中間見直しが行

われるとの報告を受けました。

  経済部からは、第5次江別市農業振興計画

の策定についてのほか、事業者によるRTNパ

ーク内の土地の取得について等、建設部から

は、除排雪事業の状況や、千歳川流域の特定都

市河川指定について等の報告を受けました。

▶ 議会広報広聴委員会
  委員会では、議会傍聴者からアンケートを頂

いており、その中に初めて傍聴された方から、

様々な問題に取り組んでいる姿に感銘を受け

たとの感想を頂きました。また、議会だより（第

152号・第153号）について、それぞれ協議し、

第153号の発行日については、通常は5月1日

だが、議員改選のため6月1日とすることが確

認されました。

  さらに、次期委員会に申し送る検討課題とし

て、議会だよりの作成・定例会告知・市民と議

会の集い・傍聴者アンケートの実施等の項目に

ついて協議し、申し送ることを確認いたしまし

た。

▶ 議会運営委員会
  個人情報保護法の改正により、江別市議会

の個人情報の保護に関する条例の制定が必要

となったことから、委員会から議案を提出し議

決されました。

  議会運営に関する検討課題であった一般質

問における一問一答方式の運用について、こ

れまで試行を続けてきましたが、令和5年第2

回定例会から本格運用を行うことと決定し、関

連する会議規則の改正を行いました。

  江別市議会ICT化推進基本計画の推進につ

いて、令和6年度からのタブレット端末の導入

に向け、ワーキンググループを設置し検討を行

うことを改選後の委員会へ申し送ることとし

て決定しました。

▶ 総務文教常任委員会
  第7次江別市総合計画策定に係る取組状況

と今後のスケジュールについて、市民アンケー

ト調査、えべつの未来づくりミーティング、意見

公募による市民意見の把握の後、行政審議会、

庁内検討会議等を経て令和6年度からの計画

開始を目指し、令和5年度には議案を議会に提

出する予定との報告を受けました。

  本庁舎建設基本構想（案）に係る意見公募の

結果について、7名の方から37件の御意見を

いただき、構想に取り入れるもの1件、構想と

趣旨が同様と考えられるもの8件、今後の検討

の参考にするもの21件、取り入れないもの5

件、その他2件との報告を受けました。

江別市議会広報広聴委員会　◎委員長 岡 英彦　〇副委員長 干場 芳子

●委員 石川 麻美、高橋 典子、高間 専逸、髙柳 理紗、徳田 哲、藤城 正興、吉田 美幸
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